
 
 

 

 

風
薫
る
さ
わ
や
か
な
五
月
を
迎
え
、
百
花
繚
乱
、

様
々
な
花
が
咲
き
競
い
、
新
緑
の
ま
ぶ
し
い
過
ご
し
易

い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

望
岳
荘
の
周
り
の
田
ん
ぼ
で
は
，
い
ま
田
起
こ
し
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
て
、
ま
も
な
く
田
植
え
が
始
ま
り

ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
作
立
ち
季
節
の

一
年
中
で
最
も
忙
し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

四
月
誕
生
会
を
開
催 

 

四
月
に
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
の
誕
生
会
を
、
四

月
二
十
三
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
月
の
誕
生
者
は
三
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

食
堂
で
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
、
ハ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ス

デ
イ
の
歌
を
歌
い
、
利
用
者
に
お
祝
い
の
詩
吟
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
紫
米
入
り
ご
は
ん

と
お
刺
身
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
て
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
、
ご
健
康
で
お
元
気
に
お
過
ご

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

第
三
者
委
員
会
を
開
催 

 

望
岳
荘
で
は
、
苦
情
解
決
に
社
会
性
や
客
観
性
を
確

保
し
、
利
用
者
の
立
場
や
特
性
に
配
慮
し
た
適
切
な
対

応
を
推
進
す
る
た
め
、
第
三
者
委
員
を
設
置
し
て
い
ま

す
。 

 

五
月
二
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

向
け
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
事
故

の
状
況
な
ど
の
説
明
を
行
い
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
施
設
を
巡
回
し
て
い
た
だ
き
、
直
接
利
用
者

の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

委
員
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。 

伊
東
重
誓
さ
ん
（
木
島
平
村
中
村
） 

小
林
正
美
さ
ん
（
木
島
平
村
中
村
） 

 

 
 

手
工
芸 

余
暇
活
動
の
一
環
と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
手

工
芸
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
毎
年
老
人
ホ
ー
ム
利
用
者

作
品
展
に
出
展
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
の
作
品
「
カ
レ

ン
ダ
ー
」
は
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

今
年
も
、
良
い
作
品
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま

す
。 

 
 

職
員
研
修
を
開
催 

望
岳
荘
で
は
、
毎
月
職
員
研
修
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
四
月
の
職
員
研
修
で
は
「
急
変
時
の
対
応
に
つ
い

て
」
と
「
感
染
症
予
防
に
つ
い
て
」
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。 

年
度
当
初
に
当
た
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
、

利
用
者
が
急
変
し
た
時
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
、
ま
た
、
吸
引
器
使
用
時
の
注
意
事
項
と
感
染
症

発
生
時
に
他
の
利
用
者
や
職
員
が
感
染
し
な
い
よ
う

に
、
適
切
な
対
応
に
つ
い
て
再
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

 

平成２６年 

５月９日 

記念写真とお祝いの 

メッセージが書かれ 

たカード、花束を贈 

られた４月生まれの 

皆さん。 

写真上：作品の製作に励 

む利用者の皆さん。 

写真下：昨年度の作品は、 

食堂に飾ってあります。 

第三者委員の皆さん 

に、昨年の状況につ 

いて報告。 

熱心に研修を受け 

る職員。 

 



外 
出 

長
い
間
、
寒
く
雪
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
生
活
で

し
た
が
、
陽
気
も
温
か
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
久
し
ぶ

り
の
外
出
に
出
か
け
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

手
足
を
伸
ば
し
、
外
の
空
気
を
存
分
に
吸
い
、
季
節

感
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
気
分
転
換
を
図

っ
て
い
た
だ
く
大
変
良
い
機
会
で
す
。 

 

利
用
者
の
皆
さ
ん
も
、
満
開
の
桜
の
花
や
道
端
の
花

を
見
て
は
「
き
れ
い
だ
な
あ
」
と
か
「
す
ご
い
」
「
気

分
が
良
い
」
な
ど
と
大
変
に
喜
ば
れ
、
少
し
興
奮
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
な
る
べ
く
外
出
の
機
会
を
多
く
設
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

 

喫 

茶 

 
 

 

☆
行
事
の
お
知
ら
せ 

【
五
月
中
旬
～
六
月
】 

五
月 十

六
日 

書
道
・
俳
句 

 
 

（
午
後
） 

十
六
日 

家
族
会
役
員
会 

 
 

（
夕
方
） 

十
九
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

（
午
前
） 

〃 
 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

二
十
一
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導 

 
 

（
午
後
） 

二
十
二
日 

喫
茶 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

二
十
六
日 

誕
生
会 

 
 

 
 

 

（
昼
） 

二
十
九
日 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
（
午
前
） 

三
十
日 

選
択
食 

 
 

 
 

 

（
昼
） 

 

〃 
 

緊
急
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
訓
練
（
夕
方
） 

六
月 

二
日 

理
髪
奉
仕
（
理
容
） 

（
午
前
） 

三
日 

田
植
え 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

五
日 

緊
急
協
力
隊
役
員
会 

（
午
後
） 

六
日 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
（
午
後
） 

九
日 

手
工
芸 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

十
日 

選
択
食 

 
 

 
 

 

（
昼
） 

十
一
日 

ハ
ー
モ
ニ
カ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
午
後
） 

十
六
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

（
午
前
） 

〃 
 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

十
八
日 
リ
ハ
ビ
リ
指
導 

 
 

（
午
後
） 

二
十
日 
書
道
・
俳
句 

 
 
 

（
午
後
） 

二
十
一
日 

家
族
会
作
業
・
総
会 

（
午
後
・
予
定
） 

二
十
三
日 

喫
茶 

 
 

 
 
 

 

（
昼
） 

二
十
七
日 

誕
生
会 

 
 

 
 
 

（
昼
） 

〃 
 

バ
イ
キ
ン
グ
食 

 
 

（
昼
） 

〃 
 

防
火
避
難
訓
練 

 
 

（
午
後
）（
予
定
） 

 

 
 

お 

知 

ら 

せ 
 
 

☆ 

家
族
会
作
業
、
総
会
に
つ
い
て 

今
年
度
の
家
族
会
作
業
と
総
会
を
六
月
二
十
一

日
（
土
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。 

今
か
ら
ご
予
定
い
た
だ
き
、
ご
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。 

☆ 

衣
類
に
つ
い
て 

す
で
に
春
物
衣
類
に
交
換
し
て
い
た
だ
い
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
方

は
、
面
会
が
て
ら
に
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。 

☆ 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
に
つ
い
て 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
を
五
月
二
十
日
（
火
）
に

予
定
し
て
い
ま
す
。 

通
帳
の
写
し
は
五
月
八
日
現
在
で
す
。
残
高
の
ご

確
認
を
い
た
だ
き
、
ご
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

外出では、花を見るだ 

けでなく、利用者の皆 

さんの好みにより、お 

そばやケーキなどを召 

し上がっていただいて 

います。 

今月の喫茶では、柏 

餅、漬物、コーヒー、 

昆布茶などを召し上 

がっていただき、大 

変好評でした。 


